
ふるさと創造戦略補助金「ふるさと創造事業」の実績報告書の作成例 

 

１．補助事業実績報告書（様式第 9号）作成例 

 

 

様式第 9号（第 13条関係） 

平成××年×月×日 ※１ 

海陽町長 様 

 

申請者  住 所 海陽町○○字○○××番地 

団体名 〇〇〇○○○ 

氏 名 △ △ △ △ ○印 

 

補助事業実績報告書 

 

補助事業が完了したので、海陽町ふるさと創造戦略補助金交付要綱第 13条の規定により、次のとおり関

係書類を添えて報告します。 

 

記 

 

１ 事業名     平成31年度ふるさと創造事業（×××××××××××）※２ 

 

２ 補助金の交付の指令番号 

平成31年×月×日付海陽町指令まち第××号 ※３ 

 

３ 交付決定額       一金×××,×××円 ※４ 

 

４ 精算額          一金×××,×××円 ※５ 

 

５ 関係書類 

① 事業報告書 ※６ 

② 収支精算書 ※７ 

③ その他 ※８ 

 

※１ 補助事業を完了した日から 30日を経過した日又は 3月 31日のいずれか早い日を記載してください。 

※２ 交付決定通知書に記載された事業名を転記してください。 

※３ 交付決定通知書に記載された日付及び指令番号を転記してください。 

補助金の交付の額に変更があった場合は変更承認書に記載された日付及び指令番号を転記してください。 

※４ 交付決定通知書に記載された補助金の額を転記してください。 

補助金の交付の額に変更があった場合は変更通知書に記載された補助金の額を転記してください。 

※５ 事業で交付する補助金の額を記載してください。（収支精算書に記載した補助金の額と同じ額。） 

※６ 様式は任意ですが、記載例を参照の上作成してください。 

※７ 様式は任意ですが、記載例を参照の上作成してください。 

※８ 補助対象経費となる領収書等の写しの他、事業で作成したチラシや成果品のサンプル、事業実施の様子や成

果がわかる写真の他、新聞・雑誌等で事業が紹介されたことがある場合は記事の写しをご提出ください。 

  



２．事業報告書（別紙 1）作成例 

 

（別紙１） 

事業報告書 

 

団 体 名 〇〇〇協議会 

 

１．事業名 

平成31年度ふるさと創造事業（×××××××××××） ※１ 

 

２．事業内容等 

(1) 事業の目的 

×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××。 ※２ 

 

(2) 内容 

① 実施期間 平成31年×月×日～平成32年×月×日 ※３ 

 

② 実施場所 海陽町×× ※４ 

 

③ 取組内容 ※５ 

×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

××××××。 

○月○日 ××××××××××××××××××××××××××××× 

参加者の人数 □人、スタッフ等の人数 △人 

○月○日 ××××××××××××××××××××××××××××× 

参加者の人数 □人、スタッフ等の人数 △人 

○月   △△△△△△△△△△△△△△△△△△△△ 

 

(3) 事業効果（目的に対してどのような効果があったかなどを記入してください。） 

×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××××。 ※６ 

 

 

※１ 交付決定通知書に記載された事業名を転記してください。 

※２ 事業計画書に記載した事業の目的を転記してください。 

※３ 補助金の交付決定を受けた日から平成32年3月31日までの期間のうち、実際に事業を実施した期間を記載し

てください。 

※４ 事業の主たる実施場所を記載してください。 

※５ 取り組み内容について、時系列で具体的に記載して下さい。また、イベント等における参加者及びスタッフ等の人数

についても記載してください。 

※６ 事業を実施することによってどのような効果があったかを具体的に記載してください。 

  



３．収支精算書（別紙 2）作成例 

 

（別紙 2） 

収支精算書 

 

団 体 名 〇〇〇協議会 

 

１．事業名 

平成31年度ふるさと創造事業（×××××××××××） ※１ 

 

２．収入に関する事項                           （単位：円） 

項  目 ※２ 予算額 ※３ 精算額 ※４ 差引 ※５ 説  明 ※６ 

町補助金 

 

事業収入 

1,000,000 

 

100,000 

1,000,000 

 

60,000 

0 

 

▲40,000 

 

 

事業実施による料金収入 

1,200円×50人 

合  計 1,100,000 1,060,000 ▲40,000  

 

３．支出に関する事項                           （単位：円） 

項  目 ※２ 予算額 ※３ 精算額 ※４ 差引 ※５ 説  明 ※６ 

報償費 

 

賃金 

 

 

旅費 

 

 

 

需用費 

 

 

役務費 

 

使用料及び賃借料 

 

 

原材料費 

200,000 

 

200,000 

 

 

100,000 

 

 

 

300,000 

 

 

40,000 

 

200,000 

 

 

60,000 

200,000 

 

180,000 

 

 

60,000 

 

 

 

222,000 

 

 

32,800 

 

280,000 

 

 

85,200 

0 

 

▲20,000 

 

 

▲40,000 

 

 

 

▲78,000 

 

 

▲7,200 

 

80,000 

 

 

25,200 

講師謝金100,000円×2回 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ臨時雇賃金 

6,000円×5人×6日 

 

講師旅費 

 交通費21,000円×2 

 宿泊費18,000円 

 

消耗品122,000円 

ﾘｰﾌﾚｯﾄ100,000円 

 

荷物送料 

 

会場使用料65,000円×2回 

機器ﾘｰｽ料30,000円×5月 

 

木材 

合  計 1,100,000 1,060,000 ▲40,000  

※領収書の写し又はこれに代わる書類を添付して下さい。 ※７ 

※１件あたり 10万円以上（税込み）を要するものについては、2社以上の見積書を添付して下さい。

ただし、発注する事業内容の性質上、2社以上の見積をとることが困難な場合は、当該企業等を随

意契約の相手方とするための理由書を添付して下さい。 ※８ 

 

 

 

 



※１ 交付決定通知書に記載された事業名を転記してください。 

※２ 原則、補助金の交付申請時の収支予算書の項目に基づいて記載してください。 

なお、補助金の交付申請時の収支予算書の項目から変更がある場合は適宜、項目を追加してください。 

※３ 補助金の交付申請時の収支予算書に記載された予算額を転記してください。 

※４ 項目ごとの精算額を記載してください。 

※５ 予算額に対する精算額の差引額を記載してください。 

※６ 項目ごとに支出の用途や内訳について記載してください。 

※７ 領収書の写し又は支出が証明できる書類の写しを項目ごとに整理して添付してください。 

なお、単に金額のみを記載している領収書の場合、補助金額を確定する上で補助対象経費となるか判別でき

ないため、補助対象外経費となる場合があります。 

領収書を支払い先から受領する際は、金額のみ記載の領収書ではなく、領収書の摘要欄等に支出内容を記

載してもらうか、領収明細が分かるようなものを受領の上、添付してください。 

※８ １件あたり 10万円以上（税込み）を要するものについては、2社以上の見積書を添付してください。なお、発注

する事業内容の性質上、2社以上の見積をとることが困難な場合は、当該企業等を随意契約の相手方とするた

めの理由書を添付してこれに代えることもできます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．事業評価報告書（様式第 14号）作成例 

 

 

様式第 14号（第 23条関係） 

平成×年×月×日 ※１ 

海陽町長 様 

 

申請者  住 所 海陽町○○字○○××番地 

団体名 〇〇〇協議会 

氏 名 △ △ △ △ ○印 

 

事業評価報告書 

 

補助事業が完了したので、海陽町ふるさと創造戦略補助金交付要綱第 23条の規定により、次のとおり報

告します。 

 

記 

 

１ 事業名     平成31年度ふるさと創造事業（×××××××××××） ※２ 

 

２ 補助金の交付の指令番号 

平成31年×月×日付海陽町指令まち第××号 ※３ 

 

３ 事業の評価 

評価項目 評価結果 ※４ 

【必要性】 

・社会情勢に応じてニーズは高かったか 

・取り組む必要性は当初の予測通りか 

 

【公益性】 

・広く地域社会に貢献する活動であったか 

 

【発展可能性】 

・今後の発展が期待できる活動であったか 

・次世代の育成につながる活動であったか 

 

【継続可能性】 

・実施体制、事業計画、資金計画、スケジュ

ール等継続が可能な活動であるか 

 

【費用の妥当性】 

・活動の内容に見合った経費の見積であったか 

 

 

××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××。 

 

 

××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××。 

 

××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××。 

 

 

××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××。 

 

 

××××××××××××××××××××××××

××××××××××××××××××××××。 

 

 ４ 今後の方向性 

×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××

×××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××××。 ※５ 

 



 

※１ 実績報告書と同じ日を記載してください。 

※２ 補助金交付決定通知書に記載された事業名を転記してください。 

※３ 補助金交付決定通知書に記載された日付及び指令番号を転記してください。 

補助金の交付の額に変更があった場合は変更通知書に記載された日付及び指令番号を転記してください。 

※４ 今回の事業について評価項目ごとに自己評価を行い、その評価結果を記載してください。 

※５ 今後の方向性や取り組む予定などについて具体的に記載してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


